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６
月
29
日
付
け
で
文
部
科
学
省
か
ら
新
学
部
の
開
設
が
認
可
さ
れ
、
２
０
１
９
年
４
月
か
ら
は
、「
経
済
学
部
」

「
経
営
学
部
」「
メ
デ
ィ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
学
部
」
の
３
学
部
５
学
科
体
制
が
い
よ
い
よ
ス
タ
ー
ト
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

本
学
が
取
り
組
ん
で
い
る
「
教
育
改
革
」
の
ス
ピ
ー
ド
が
よ
り
一
層
加
速
し
て
い
く
。
こ
こ
で
は
、
４
月
か
ら
学

部
長
に
就
任
す
る
３
名
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
新
学
部
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
紹
介
す
る
。

社
会
か
ら
の
信
頼
と
期
待
に
応
え
続
け
る
た
め
に

�

～
新
学
部
長
就
任
メ
ッ
セ
ー
ジ
～

　

情
報
化
社
会
の
発
展
に
よ

り
、
情
報
技
術
を
活
用
し
た
ビ

ジ
ネ
ス
は
、
現
代
に
お
い
て
な

く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ

る
。
一
方
で
、「
今
」
の
情
報

が
急
速
に
過
去
の
も
の
と
な
っ

て
い
く
現
代
。
こ
れ
か
ら
の
社

会
を
生
き
て
い
く
た
め
に
は
、

そ
の
変
化
に
柔
軟
か
つ
適
切
に

対
応
し
て
い
く
力
が
求
め
ら
れ

る
。
こ
う
し
た
時
代
の
変
化
や

社
会
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た

め
、
２
０
１
９
年
４
月
、
既
存

の
「
経
済
学
部
」
に
加
え
、「
経

営
学
部
」
と
「
メ
デ
ィ
ア
ビ
ジ

ネ
ス
学
部
」
を
新
設
。
３
学
部

５
学
科
の
社
会
科
学
系
総
合
大

学
と
し
て
進
化
す
る
。
膨
大
な

情
報
を
ど
の
よ
う
に
活
用
す
る

か
と
い
う
ア
イ
デ
ア
を
生
み
出

し
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
活
か
し
て
い

け
る
人
材
の
育
成
を
目
指
す
。

　

本
学
は
開
学
以
来
、
中
四
国

唯
一
の
経
済
を
専
門
と
す
る
単

科
大
学
と
し
て
歩
み
続
け
、
時

代
の
流
れ
や
社
会
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
て
教
育
拡
充
に
取
り
組
ん

で
き
た
。
ま
た
、
10
年
以
上
前

か
ら
「
大
学
改
革
」
を
進
め
て

お
り
、
２
０
１
３
年
度
入
試
で

は
合
格
ラ
イ
ン
を
大
幅
に
引
き

上
げ
、
教
育
の
質
を
保
証
す
る

た
め
の
「
入
試
改
革
」
を
実
施
。

同
時
に
「
教
育
改
革
」
に
も
力

を
注
ぎ
、
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

導
入
し
て
、
学
習
意
欲
の
高
い

学
生
の
可
能
性
を
さ
ら
に
伸
ば

す
環
境
を
整
備
し
た
。

　

現
在
も
な
お
、
パ
ラ
ダ
イ
ム

シ
フ
ト
と
も
い
う
べ
き
「
改
革
」

を
実
行
中
で
あ
り
、
今
回
の
学

部
新
設
は
、
こ
れ
ま
で
の
「
教

育
改
革
」
の
ス
ピ
ー
ド
を
よ
り

一
層
加
速
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

　

基
盤
を
共
有
す
る
学
科
を
３

学
部
に
括
り
直
す
こ
と
で
、
学

部
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

や
意
思
決
定
が
よ
り
円
滑
に
な

　

経
済
学
は
世
界
標
準

の
理
論
大
系
を
持
つ
学

問
で
あ
り
、
本
学
の
経

済
学
部
で
も
そ
の
理
論

大
系
を
学
べ
る
環
境
を

整
え
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
そ
れ
以
上
に
新
・

経
済
学
部
が
選
ば
れ
る
学
部
に

な
る
た
め
に
は
、
入
学
後
の
学

び
と
学
生
生
活
の
満
足
度
を
よ

り
高
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

す
。
キ
ャ
ン
パ
ス
を
一
層
活
気

あ
る
空
間
に
す
る
た
め
に
は
、

本
学
を
第
一
志
望
と
す
る
学
習

意
欲
の
高
い
受
験
生
を
今
以
上

に
増
や
す
こ
と
が
責
務
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

経
営
学
部
は
、「
経

営
学
科
」
と
「
ス
ポ
ー

ツ
経
営
学
科
」
の
２
学

科
で
構
成
さ
れ
、
経
営

学
の
理
論
を
踏
ま
え
た

実
践
的
な
ビ
ジ
ネ
ス

や
、
大
き
く
成
長
を
続

け
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
関
連
ビ
ジ

ネ
ス
な
ど
が
学
べ
る
学
部
で

す
。

　

近
年
、
少
子
高
齢
化
、
首
都

圏
へ
の
人
口
集
中
、
グ
ロ
ー
バ

ル
化
の
進
展
や
情
報
通
信
技
術

（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
の
発
展
な
ど
に
よ

り
、
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
も
大
き
く

変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
れ

か
ら
は
、
時
代
に
合
わ
せ
た
ビ

ジ
ネ
ス
を
生
み
出
す
た
め
の
斬

新
な
発
想
や
、
情
報
を
分
析
し

利
用
で
き
る
知
見
を
持
つ
人
材

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
を
受
け
、

本
学
部
で
は
、
実
業
界
の
最
先

端
で
活
躍
し
た
教
員
陣
を
多
数

招
聘
し
て
い
ま
す
。
充
実
し
た

教
員
陣
の
指
導
に
よ
り
、
経
営

学
の
基
礎
的
・
応
用
的
な
理
論

　

メ
デ
ィ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
学
部

は
、
最
先
端
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
学

ぶ
「
ビ
ジ
ネ
ス
情
報
学
科
」
と

「
メ
デ
ィ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
」

で
構
成
さ
れ
る
学
部
で

す
。
２
つ
の
学
科
に
共

通
す
る
学
部
と
し
て
の

特
徴
は
、
少
人
数
制
の

ゼ
ミ
に
よ
る
ア
ク
テ
ィ

ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
重

視
し
た
学
び
と
、
実
社

会
で
通
用
す
る
実
践
力
の
養
成

に
あ
り
ま
す
。
急
速
な
変
化
を

続
け
る
「
情
報
通
信
に
関
連
す

る
ビ
ジ
ネ
ス
」
と
「
メ
デ
ィ
ア

に
関
連
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
」
を
学

び
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
活
か

せ
る
実
践
力
を
培
い
ま
す
。

　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
関
連
で
は
、

Ａ
Ｉ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
（Internet of 

Things

）、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
な

ど
、
時
代
の
最
先
端
の
領
域
を

学
び
ま
す
。

　

メ
デ
ィ
ア
関
連
で
は
、
従

来
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
加
え
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ

ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）

に
代
表
さ
れ
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ

デ
ィ
ア
や
パ
ー
ソ
ナ
ル
メ
デ
ィ

ア
な
ど
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
さ

ま
ざ
ま
な
演
習
を
通
じ
て
多
様

な
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力

も
養
成
し
ま
す
。

　

メ
デ
ィ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
学
部

は
、
他
学
部
に
比
べ
て
少
人

数
（
募
集
人
員
は
２
学
科
合
計

１
４
０
名
）
の
学
部
で
す
。
そ

の
た
め
、
小
回
り
が
利
き
、
機

動
力
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
次
々
と
新

し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

　

そ
の
た
め
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の

ひ
と
つ
が
「
地
域
」
で
す
。
現

在
の
経
済
学
の
学
び
は
、
世
界

標
準
の
経
済
学
に
は
十
分
に
対

応
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、今
、

広
島
や
中
四
国
地
方
の
経
済
で

何
が
問
題
と
な
っ
て
い
て
、
そ

の
解
決
方
法
は
何
か
、
と
い
う

こ
と
に
は
対
応
で
き
て
い
る
で

し
ょ
う
か
。今
の
リ
ア
ル
な「
地

域
」
の
経
済
に
つ
い
て
考
え
、

学
べ
る
機
会
は
他
大
学
で
も
多

く
は
な
い
で
し
ょ
う
。

　

本
学
に
は
、
実
業
界
出
身
の

教
員
や
地
域
社
会
を
熟
知
し
て

い
る
教
員
が
多
く
、
こ
の
地
域

経
済
に
つ
い
て
多
種
多
様
な
ノ

ウ
ハ
ウ
と
経
験
が
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
「
地
域
」
の
テ
ー
マ

を
取
り
入
れ
た
実
践
型
の
教
育

内
容
を「
金
融
」「
国
際
」「
公
共
」

な
ど
の
分
野
と
融
合
し
て
提
供

し
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の

専
門
コ
ー
ス
の
導
入
も
今
後
検

討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
３
学
部
に
な
る
、
そ

れ
だ
け
で
も
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す

が
、
さ
ら
に
本
学
の
新
・
経
済

学
部
で
学
べ
ば
、
世
界
標
準
の

経
済
学
だ
け
で
は
な
く
、「
こ

こ
で
し
か
学
べ
な
い
経
済
学
と

の
出
会
い
」が
待
っ
て
い
ま
す
。

2019年４月から３学部体制がスタート

社会科学系総合大学、始動

ス
学
科
１
名
）
で
、
教
職
員
と

保
護
者
が
見
守
る
中
、
一
人
ひ

と
り
に
学
長
か
ら
学
位
記
が
手

渡
さ
れ
た
。

　

式
辞
に
立
っ
た
小
谷
幸
生
学

長
は
、「
変
化
が
激
し
く
、
先

が
大
変
読
み
づ
ら
い
社
会
を
生

き
抜
く
た
め
に
、
皆
さ
ん
に
心

掛
け
て
欲
し
い
こ
と
が
二
つ
あ

り
ま
す
。
一
つ
目
は
、
大
学
を

卒
業
し
て
も
勉
強
を
続
け
る
こ

と
で
す
。
Ａ
Ｉ
の
発
達
に
伴

い
、
今
後
、
職
場
で
自
分
の
ポ

ジ
シ
ョ
ン
を
維
持
し
、
さ
ら
に

引
き
上
げ
る
た
め
に
は
、
高
い

専
門
性
を
身
に
つ
け
、
常
に
そ

れ
に
磨
き
を
か
け
る
こ
と
が
ま

す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
き
ま

す
。
こ
れ
ま
で
社
員
教
育
を

担
っ
て
き
た
企
業
は
そ
の
余
裕

を
失
い
、
こ
れ
か
ら
は
自
分
の

能
力
開
発
は
自
己
責
任
で
行
う

と
い
う
強
い
覚
悟
が
求
め
ら
れ

る
の
で
す
。
二
つ
目
は
、
二
つ

の
『
ジ
リ
ツ
』
を
身
に
つ
け
る

こ
と
で
す
。
一
番
目
の
ジ
リ
ツ

は
『
自
立
』。
こ
れ
に
は
経
済

面
と
身
体
面
で
の
自
立
が
あ
り

ま
す
。
一
方
、
二
番
目
の
ジ
リ

ツ
は
『
自
律
』。
自
分
な
り
の

判
断
基
準
を
し
っ
か
り
も
っ
て

方
向
づ
け
を
行
い
、
行
動
す
る

こ
と
を
言
い
ま
す
。
先
を
見
通

せ
な
い
不
確
か
な
時
代
だ
か
ら

こ
そ
、
他
人
の
指
示
待
ち
で
は

な
く
、
自
分
自
身
で
考
え
抜
い

て
判
断
し
、
主
体
的
に
動
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
の
で
す
。
本

学
の
教
職
員
は
卒
業
後
も
皆
さ

ん
を
応
援
し
続
け
ま
す
。
皆
さ

ん
は
、
今
日
か
ら
経
大
フ
ァ
ミ

リ
ー
の
か
け
が
え
の
な
い
仲
間

な
の
で
す
」
と
激
励
し
た
。

　

９
月
27
日
、

第
23
回
前
期

学
位
記
授
与
式

が
、
本
学
大
会

議
室
に
お
い
て

厳
粛
に
執
り
行

わ
れ
た
。

　

晴
れ
て
卒
業

の
日
を
迎
え
た

の
は
経
済
学
部

生
14
名
（
経
済

学
科
８
名
、
経

営
学
科
４
名
、

ビ
ジ
ネ
ス
情
報

学
科
１
名
、
メ

デ
ィ
ア
ビ
ジ
ネ

平
成
30
年
度
前
期

　
　

学
位
記
授
与
式
挙
行

学位記を受け取る卒業生

　

11
月
14
日
、
平
成
30
年
度
保

護
者
会
秋
季
役
員
会
が
、
髙
橋

裕
保
護
者
会
会
長
を
は
じ
め
67

人
の
出
席
の
も
と
、
広
島
ガ
ー

デ
ン
パ
レ
ス
に
お
い
て
開
催
さ

れ
た
。
こ
の
役
員
会
は
、
保
護

者
会
規
約
第
11
条
に
よ
り
、
保

護
者
会
総
会
の
代
行
と
な
る
も

の
で
あ
る
。

　

役
員
会
で
は
、
髙
橋
裕
保
護

者
会
会
長
の
挨
拶
の
後
、
学

事
報
告
と
し
て
名
誉
会
長
の

小
谷
幸
生
学
長
か
ら
、

大
学
改
革
の
成
果
や

学
部
新
設
に
よ
る
今

後
の
展
望
、
就
職
状

況
等
に
つ
い
て
報
告

が
あ
っ
た
。
詳
細
に

つ
い
て
は
、
教
育
・

学
習
支
援
セ
ン
タ
ー
、

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
、

入
試
広
報
セ
ン
タ
ー
、

興
動
館
、
学
務
セ
ン

タ
ー
、
地
域
経
済
研
究

所
か
ら
報
告
を
行
い
、

役
員
会
を
終
了
し
た
。

そ
の
後
の
懇
親
会
で

は
和
や
か
な
雰
囲
気

の
中
、
活
発
な
意
見

交
換
が
な
さ
れ
た
。

平
成
30
年
度

 

保
護
者
会
秋
季
役
員
会
開
催

髙橋裕保護者会会長の挨拶

よ
り
専
門
的
で
質
の
高
い
教
育
を
展
開

「
世
界
」
と
「
地
域
」
の
経
済
を
支
え
る
力
を
育
成

激
動
の
ビ
ジ
ネ
ス
社
会
を
切
り
拓
く

唯
一
無
二
の
学
び
が
こ
こ
に
あ
る

り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
学
び
の

特
色
を
よ
り
明
確
に
打
ち
出
し

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。ま
た
、

各
学
部
・
学
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
自
由
度
を
高
め
る
こ
と
で

専
門
領
域
の
拡
充
を
図
り
、
よ

り
高
い
レ
ベ
ル
の
専
門
性
を
備

え
た
人
材
の
育
成
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

　

こ
う
し
た
学
び
を
支
え
る
教

員
陣
に
は
、
経
済
界
や
ス
ポ
ー

ツ
業
界
、
広
告
業
界
な
ど
で
の

実
務
に
実
績
を
持
つ
者
が
多
く

い
る
。
今
回
は
２
０
１
９
年
４

月
に
学
部
長
に
就
任
す
る
３
名

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
紹
介
す
る
。

と
実
践
的
な
学
び
が
で
き
る
こ

と
が
経
営
学
部
の
大
き
な
特
徴

で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
時
代
に
求
め
ら

れ
る
力
を
備
え
、
現
実
の
ビ
ジ

ネ
ス
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
人
材
、
ま
た
、
既
存
の

ビ
ジ
ネ
ス
に
加
え
ス
ポ
ー
ツ
ビ

ジ
ネ
ス
な
ど
今
後
の
発
展
が
期

待
さ
れ
る
分
野
に
お
い
て
活
躍

で
き
る
人
材
を
育
成
し
ま
す
。

る
「
ニ
ュ
ー
ス
な
学
部
」
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。
２
学
科
の

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
も
ち
ろ

ん
、
最
先
端
の
学
習
環
境
を
整

え
、
デ
ジ
タ
ル
関
連
・
メ
デ
ィ

ア
関
連
の
学
外
組
織
や
人
材
と

の
連
携
に
も
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

メ
デ
ィ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
学
部

は
、
中
四
国
地
方
の
他
の
大
学

に
は
な
い
、
ユ
ニ
ー
ク
な
学
部

と
し
て
、
地
域
社
会
の
最
先
端

ビ
ジ
ネ
ス
を
支
え
る
人
材
の
育

成
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

２
面

私
の
就
職
活
動
体
験
記

３
面

公
務
員
合
格
者
座
談
会

４
面

挑
戦
と
成
長
の
日
々 

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
報
告
／
随
想

５
面

学
生
た
ち
に
よ
る
広
経
大
二
大
祭
典
／
私
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
雑
感

６
面

平
成
31
年
度
学
生
募
集
要
項
／
経
大
の
凄
い
人
特
集

経済学部　学部長
（2019 年 4 月就任予定）

一橋 信之

1978 年、一橋大学経済学部卒業。
興亜火災海上保険株式会社（現 損
害保険ジャパン日本興亜株式会社）
勤務を経て、2000 年に税理士登録、
税理士事務所を開設。2004 年、広
島経済大学大学院経済学研究科博
士課程後期課程単位取得満期退学。
現職は、広島経済大学 教授。広島
経済大学 経済学部経済学科 学科主
任。専門分野は、財政学・租税法。

profile

経営学部　学部長
（2019 年 4 月就任予定）

柳川 和優

1982 年、広島大学教育学部卒
業。2003 年から広島経済大学
教務部長、学務センター部長を
歴任。現職は、広島経済大学 教
授。広島経済大学 経済学部 学
部長。専門分野は、運動生理学。
博士（教育学）。

profile

メディアビジネス学部　学部長
（2019 年 4 月就任予定）

北野 尚人

1980 年、 慶 應 義 塾 大 学 経 済 学 部
卒業、慶応義塾大学新聞研究所卒
業。1980 年、株式会社博報堂入社。
2015 年、株式会社中四国博報堂 執
行役員マーケットデザイン室室長を
経て、現職は、広島経済大学 教授。
広島経済大学 経済学部 メディアビ
ジネス学科 学科主任。専門分野は、
マーケティング・広告。

profile
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私
の
就

活
動

職

記
験
体

スポーツ経営学科４
年　前田　佳保さん

誰にも負けない「行動力」

　

株
式
会
社
山
陰
ス
ポ
ー
ツ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
運
営
す
る
プ

ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム

「
島
根
ス
サ
ノ
オ
マ
ジ
ッ
ク
」

の
職
員
と
し
て
働
く
こ
と
が
大

学
入
学
時
か
ら
の
目
標
で
し

た
。
そ
の
目
標
に
向
け
て
、
大

学
で
は
ス
ポ
ー
ツ
経
営
学
科
で

の
学
び
に
力
を
注
ぎ
、
Ｊ
リ
ー

グ
創
設
者
の
川
淵
三
郎
氏
に
直

接
お
話
を
聞
く
貴
重
な
機
会
も

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
１
年
生
か
ら
興
動
館

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
「
ス
ポ
ー
ツ

に
よ
る
地
域
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
で
活
動
し
、
ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・
運
営
の
経

験
を
積
み
ま
し
た
。
特
に
、
広

島
の
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

チ
ー
ム
と
一
緒
に
取
り
組
ん
だ

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
中
心
メ
ン

バ
ー
と
し
て
活
動
し
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
と
行
動
力
が

鍛
え
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。

　

２
年
生
と
３
年
生
の
と
き
に

は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
も
挑

戦
し
ま
し
た
。
学
べ
る
こ
と
は

何
で
も
吸
収
し
て
実
践
す
る
姿

勢
が
、
自
分
を
成
長
さ
せ
る
大

き
な
力
に
な
り
ま
し
た
。
こ
う

し
た
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
が
、「
地

元
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー

ム
を
支
え
る
一
員
に
な
る
」
と

い
う
夢
の
実
現
に
つ
な
が
り
ま

し
た
。

　

こ
れ
か
ら
、
よ
り
た
く
さ
ん

の
方
々
に
「
島
根
ス
サ
ノ
オ
マ

ジ
ッ
ク
」
の
魅
力
を
伝
え
、
島

根
県
全
体
で
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
で

す
。

ス
ポ
ー
ツ
と
関
わ
る
多
く
の
経
験
の
な
か
で

誰
に
も
負
け
な
い「
行
動
力
」を
磨
い
た

就
職
先　
株
式
会
社
山
陰
ス
ポ
ー
ツ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

島根県／浜田高校出身

興動館の仲間と職員の方々
興動館は４年間全力で活動してきた場
所です。辛いことも楽しいことも仲間
と共に歩み、職員の方々に支えられ、
皆の頑張る姿に力をもらいました。

　

大
学
生
活
で
は
、「
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
国
際
貢
献
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
で
の
活
動
に
力
を
注
ぎ
、

現
地
に
４
回
渡
航
し
ま
し
た
。

経
済
発
展
の
著
し
い
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
で
人
々
の
エ
ネ
ル
ギ
ッ

シ
ュ
な
パ
ワ
ー
と
多
様
な
文
化

を
受
け
入
れ
る
寛
容
性
を
体
感

し
、
日
本
で
の
生
活
は
「
当
た

り
前
で
は
な
い
」
と
い
う
こ
と

を
学
び
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
活
動
を
き
っ
か
け

に
海
外
へ
の
視
野
が
広
が
り
、

ア
フ
リ
カ
の
ケ
ニ
ア
で
マ
サ
イ

族
の
家
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
も

経
験
し
ま
し
た
。
モ
ノ
が
潤
沢

で
は
な
い
環
境
で
、
人
々
が
助

け
合
い
、
人
と
自
然
が
共
生
す

る
豊
か
な
環
境
を
目
の
当
た
り

に
し
、「
多
く
の
人
が
心
を
許

し
合
い
、
互
い
を
思
い
や
れ
る

空
間
づ
く
り
」
が
し
た
い
と
思

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

思
い
を
持
ち
続
け
て
就
職
活
動

に
臨
み
、
夢
を
実
現
す
る
こ
と

が
で
き
る
企
業
に
出
会
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
「
何
事
も
誠
実
に
、
正
し
い

こ
と
を
正
し
く
」
を
モ
ッ
ト
ー

に
働
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
ゼ
ミ
の
先
生
に
か

け
て
い
た
だ
い
た
「
何
事
も
理

論
と
セ
ン
ス
を
極
め
る
」
と
い

う
言
葉
を
大
切
に
し
、
社
会
人

に
な
っ
て
も
学
び
続
け
、
成
長

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

な
り
た
い
自
分
に
近
づ
け
る

理
想
の
企
業
と
出
会
え
た

就
職
先　
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
コ
ー
ヒ
ー
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社

愛媛県／松山北高校出身

ビジネス情報学科４
年　小浜　千明さん

学びが希望の進路を切り拓く力に

　

ビ
ジ
ネ
ス
情
報
学
科
の
授
業

で
Ｉ
Ｔ
や
情
報
学
の
基
礎
、
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語
な
ど
を
学

ん
だ
こ
と
か
ら
、
就
職
活
動
で

も
学
び
を
活
か
し
た
Ｉ
Ｔ
業
界

を
目
指
し
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開

発
の
企
業
に
内
定
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
文
系
の
学
科
で
あ
り

な
が
ら
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の

知
識
も
備
え
て
い
る
こ
と
が
、

就
職
活
動
で
の
大
き
な
強
み
に

な
っ
た
ほ
か
、
ゼ
ミ
の
仲
間
と

取
り
組
ん
だ
学
生
懸
賞
論
文
で

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
こ
と
も

面
接
で
自
信
を
持
っ
て
伝
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

就
職
活
動
当
初
は
準
備
を
せ

ず
に
面
接
に
臨
ん
で
い
た
た

め
、
緊
張
で
自
分
の
思
い
を
伝

え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
悔
し
い

思
い
を
し
ま
し
た
。
面
接
を
乗

り
越
え
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た

の
は
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

で
の
模
擬
面
接
や
個
別
相
談
で

す
。
模
擬
面
接
で
は
、
言
葉
だ

け
で
な
く
姿
勢
や
表
情
な
ど
細

か
な
と
こ
ろ
ま
で
ア
ド
バ
イ
ス

し
て
い
た
だ
け
た
こ
と
が
と
て

も
よ
か
っ
た
で
す
。
個
別
相
談

で
は
、
職
員
の
方
が
親
身
に

な
っ
て
話
を
聞
い
て
く
だ
さ
っ

た
こ
と
で
、
今
の
自
分
の
課
題

と
向
き
合
い
、
乗
り
越
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

将
来
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

中
心
に
立
て
る
よ
う
、「
情
報
」

に
関
す
る
勉
強
な
ど
在
学
中
に

で
き
る
こ
と
を
全
力
で
頑
張
り

ま
す
。

文
理
融
合
の
学
び
が

希
望
の
進
路
を
切
り
拓
く
力
に

就
職
先　
富
士
ソ
フ
ト
株
式
会
社

広島県／広島工業大学高校出身

支え合える友達
励まし合い、ときには愚痴を聞いてもらう
こともありました。就職活動中は、友達と
の絆が頑張る力になりました。

　

ダ
ン
ス
部
で
副
部
長
を
務

め
、
３
年
生
ま
で
は
ク
ラ
ブ
活

動
に
熱
中
し
て
い
た
た
め
、
就

職
活
動
を
本
格
的
に
始
め
た
の

は
４
年
生
の
５
月
で
し
た
。
周

囲
に
後
れ
を
取
っ
て
い
る
こ
と

に
焦
り
を
感
じ
て
い
ま
し
た

が
、「
焦
っ
て
も
し
か
た
な
い
、

自
分
ら
し
く
頑
張
ろ
う
」
と
気

持
ち
を
切
り
替
え
、
業
界
や
職

種
分
析
に
取
り
組
み
、
説
明
会

に
も
積
極
的
に
足
を
運
び
ま
し

た
。

　

そ
の
な
か
で
、
仕
事
と
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
を
両
立
で
き
る
働
き

方
や
、
営
業
職
の
や
り
が
い
に

つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
徐
々
に
自
分
の
方
向
性
が

明
確
に
な
り
、
人
材
業
界
の
営

業
職
を
目
指
す
こ
と
に
決
め
ま

し
た
。

　

面
接
で
は
、
メ
デ
ィ
ア
ビ
ジ

ネ
ス
学
科
で
学
ん
だ
「
相
手
に

わ
か
り
や
す
く
意
見
を
伝
え
る

方
法
」
や
、
ゼ
ミ
で
身
に
つ
い

た
「
意
見
を
求
め
ら
れ
た
と
き

に
素
早
く
答
え
る
力
」
が
活
か

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ダ
ン
ス

部
で
培
っ
た
忍
耐
力
や
協
調

性
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は
今
後

の
仕
事
に
必
要
な
力
だ
と
思
い

ま
す
。

　

残
り
の
学
生
生
活
で
は
、
自

分
の
苦
手
な
電
話
対
応
力
を
鍛

え
た
い
と
思
い
、
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
で
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て

い
ま
す
。
苦
手
な
こ
と
を
後
回

し
に
せ
ず
、
社
会
人
と
し
て
の

言
葉
遣
い
や
マ
ナ
ー
を
身
に
つ

け
て
仕
事
に
臨
み
た
い
で
す
。

メ
デ
ィ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
の
学
び
を

営
業
職
に
活
か
し
た
い

就
職
先　
株
式
会
社
マ
イ
ナ
ビ

広島県／熊野高校出身

ノートと
クリアファイル
複数の企業情報を１冊のノートにまと
め、比較・分析をしました。説明会で
配布された資料は企業ごとにクリア
ファイルにまとめて管理しました。

就活MUSTアイテム

経済学科４年　河本　
悠樹さん

広島を元気にする

　
「
生
ま
れ
育
っ
た
広
島
に
貢

献
で
き
る
仕
事
が
し
た
い
」
と

思
い
、
就
職
活
動
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
が

あ
る
な
か
で
金
融
業
を
選
ん
だ

の
は
、
多
く
の
業
種
・
企
業
の

経
営
の
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
こ
と

が
広
島
の
発
展
に
も
つ
な
が
っ

て
い
く
と
考
え
た
か
ら
で
す
。

３
年
生
の
と
き
に
株
式
会
社
広

島
銀
行
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
を
経
験
し
、
業
務
に
や
り
が

い
を
感
じ
た
こ
と
も
、
こ
の
企

業
を
選
ん
だ
大
き
な
理
由
の
ひ

と
つ
で
し
た
。

　

大
学
生
活
で
は
、
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
部
の
活
動
に
力
を
注
い

で
お
り
、
就
職
活
動
で
は
部
活

で
の
経
験
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し

た
。
試
合
な
ど
で
好
成
績
を
残

し
て
い
た
チ
ー
ム
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
自
分
が
ど
の

よ
う
な
姿
勢
で
活
動
に
取
り
組

み
、
ど
う
成
長
で
き
た
か
を
伝

え
る
こ
と
で
、
自
分
ら
し
さ
を

ア
ピ
ー
ル
で
き
た
と
思
い
ま

す
。

　

現
在
は
、
銀
行
員
に
必
須
の

証
券
外
務
員
の
資
格
取
得
と
日

商
簿
記
２
級
の
取
得
を
目
指
し

て
勉
強
し
て
い
ま
す
。
広
島
に

貢
献
で
き
る
銀
行
員
と
し
て
成

長
す
る
こ
と
と
、
10
年
後
に
は

管
理
職
に
就
く
こ
と
を
目
標

に
、
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

広
島
の
企
業
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
広
島
を

元
気
に
す
る
銀
行
員
に
な
り
た
い

就
職
先　
株
式
会
社
広
島
銀
行

広島県／安芸府中高校出身

バインダー
就職活動に必要な書類は、バイン
ダーに挟んで整理しておくと便利
です。企業説明会など、机のない
状況でメモを取るときにも役立ち
ました。

経営学科４年　山中　
俊さん

なりたい自分に近づける

小さい自由帳
思いついたことや気になることを書き
留めておくと、思考の整理やアイデア
の発展に役立ちます。言葉にならない
ことはイラストにしていました。

メディアビジネス学
科４年　中島　優菜さ

ん

学びを仕事に活かしたい

就活MUSTアイテム

就活MUSTアイテム

就活MUSTアイテム

就活MUSTアイテム
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公務員合格者座談会 公務員養成
講座の成果

経済学科４年
奥出 大喜さん
愛媛県／小松高校出身
就職先　西条市消防本部

経済学科４年
正田 竜馬さん
山口県／小野田高校出身
就職先　山口県警察

スポーツ経営学科４年
西林 楓さん
広島県／高陽東高校出身
就職先　広島県庁

経済学科４年
今井 一陽さん
愛媛県／新居浜東高校出身
就職先　防衛省 一般幹部候補生〈陸上〉

2015年度に本学の公務員養成講座の内容がパワーアップし、今年で４年目を迎える。その受講生たちから、公務員試験合格の報告が続々と届いた。
それぞれの夢を掴んだ学生たちに、講座の魅力や勉強方法、共に励まし合った仲間たちとの絆について話を聞いた。

公
務
員
を
目
指
し
た
理
由

小
川　

今
日
集
ま
っ
て
く
れ
た

皆
さ
ん
は
、
２
０
１
５
年
４
月

に
本
学
の
公
務
員
養
成
講
座
が

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
た
初
年
度
の

入
学
生
た
ち
で
す
。

　

公
務
員
に
な
る
夢
を
掴
ん
だ

皆
さ
ん
に
受
講
者
の
視
点
か

ら
講
座
の
魅
力
や
頑
張
れ
た
秘

訣
な
ど
を
聞
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
ず
は
、
公
務
員
を
目

指
し
た
理
由
を
教
え
て
く
だ
さ

い
。

今
井　

大
学
入
学
時
は
自
分
が

本
気
で
頑
張
れ
る
も
の
を
探
し

て
い
て
、
公
務
員
養
成
講
座
を

受
講
し
た
と
き
に
「
こ
れ
だ
」

と
思
い
ま
し
た
。
講
座
は
講
師

の
先
生
の
話
が
と
て
も
勉
強
に

な
り
、
何
よ
り
も
楽
し
く
学
ぶ

こ
と
が
で
き
た
ん
で
す
。
し
か

も
年
間
１
万
円
で
１
０
８
コ
マ

の
授
業
を
受
け
ら
れ
る
な
ん

て
、
他
の
大
学
に
は
な
い
魅
力

で
し
た
。
以
前
か
ら
公
務
員
へ

の
憧
れ
は
あ
っ
た
の
で
、
こ
の

講
座
な
ら
頑
張
れ
る
と
確
信
し

ま
し
た
。

奥
出　

僕
は
消
防
士
だ
っ
た
祖

父
に
憧
れ
、
１
年
生
の
と
き
公

務
員
養
成
講
座
を
受
講
し
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
だ
ん
だ
ん

と
硬
式
野
球
部
の
活
動
を
優
先

し
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
、

２
、３
年
生
の
と
き
は
受
講
し

ま
せ
ん
で
し
た
。
３
年
生
の
秋

に
引
退
後
、
２
月
の
「
公
務
員

養
成
講
座
合
宿
」
に
参
加
し
て

勉
強
を
再
開
し
、
西
条
市
消
防

本
部
に
合
格
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

西
林　

私
は
小
学
生
の
頃
か
ら

警
察
官
に
憧
れ
て
い
て
、
大
好

き
な
ス
ポ
ー
ツ
と
公
務
員
の
勉

強
を
両
立
で
き
る
と
思
い
、
広

島
経
済
大
学
に
入
学
し
、
興
動

館
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
活
動
も
し

ま
し
た
。

　

実
際
に
受
験
し
て
い
く
な
か

で
行
政
職
に
も
目
を
向
け
る
よ

う
に
な
り
、
講
師
の
先
生
か
ら

県
庁
に
務
め
る
先
輩
を
紹
介
し

て
い
た
だ
き
、
話
を
聞
い
た
こ

と
で
目
標
が
定
ま
り
ま
し
た

ね
。

正
田　

公
務
員
試
験
の
勉
強
を

始
め
た
の
は
、
こ
の
な
か
で
は

僕
が
一
番
遅
く
、
３
年
生
の
後

期
か
ら
で
し
た
。
３
年
生
の
春

ま
で
は
通
常
の
授
業
を
頑
張
る

の
が
精
一
杯
で
、
気
づ
い
た
ら

も
う
就
職
活
動
が
始
ま
る
時
期

…
。
警
察
官
に
な
り
た
い
と
思

い
な
が
ら
も
一
歩
が
踏
み
出
せ

ず
に
悩
ん
で
い
た
と
き
、
今
井

く
ん
に
公
務
員
養
成
講
座
に
誘

わ
れ
て
受
講
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
合
格
を
掴
ん
だ
今
、

誘
っ
て
く
れ
た
今
井
く
ん
に
心

か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

公
務
員
養
成
講
座
の
魅
力
と
は

小
川　

公
務
員
養
成
講
座
は
週

１
回
の
開
講
で
し
た
が
、
皆
さ

ん
と
て
も
勉
強
熱
心
で
意
欲
的

に
学
ぶ
姿
が
印
象
に
残
っ
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
に
と
っ
て
こ
の

講
座
の
魅
力
は
何
で
す
か
？

奥
出　

硬
式
野
球
部
の
仲
間
は

学
外
の
予
備
校
に
行
く
人
も
い

ま
し
た
が
、
予
備
校
よ
り
も
受

講
料
が
断
然
安
く
、
キ
ャ
ン
パ

ス
内
で
友
達
と
一
緒
に
頑
張
れ

る
環
境
も
魅
力
だ
と
思
い
ま

す
。僕
も
正
田
く
ん
と
同
じ
で
、

今
井
く
ん
に
誘
わ
れ
て
受
講
を

決
め
ま
し
た
。「
一
緒
に
頑
張

ろ
う
」
と
言
っ
て
く
れ
る
仲
間

が
で
き
る
こ
と
も
大
学
生
活
で

の
財
産
に
な
り
ま
し
た
。

小
川　

今
井
く
ん
は
ど
う
し
て

皆
を
誘
お
う
と
思
っ
た
の
？

今
井　

僕
は
こ
の
講
座
が
本
当

に
楽
し
い
と
思
っ
た
し
、
正
田

く
ん
や
奥
出
く
ん
が
公
務
員
を

目
指
し
て
い
る
こ
と
も
知
っ
て

い
た
の
で
、
受
講
し
て
損
は
な

い
と
信
じ
て
誘
い
ま
し
た
。

正
田　

損
し
な
い
ど
こ
ろ
か
、

得
す
る
こ
と
し
か
な
か
っ
た
よ

（
笑
）。

今
井　

講
座
の
内
容
は
も
ち
ろ

ん
、
講
師
の
先
生
や
キ
ャ
リ
ア

セ
ン
タ
ー
職
員
の
方
々
な
ど
、

身
近
に
相
談
で
き
る
環
境
が
あ

る
こ
と
も
魅
力
で
す
ね
。

西
林　

私
は
、
家
庭
の
事
情
で

勉
強
に
集
中
で
き
な
か
っ
た
と

き
、
小
川
さ
ん
に
本
当
に
色
々

と
相
談
に
乗
っ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
個
別
相
談
が
充
実
し
て
い

て
心
強
か
っ
た
で
す
。

小
川　

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の

職
員
と
し
て
力
に
な
る
こ
と
が

で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。
他
に

も
、
ク
ラ
ブ
活
動
や
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
活
動
と
両
立
で
き
る
こ
と

も
ポ
イ
ン
ト
で
す
よ
ね
。
西
林

さ
ん
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
と

並
行
し
て
勉
強
し
て
い
た
よ

ね
。

西
林　

週
１
回
学
内
で
受
講
で

き
て
３
、４
、５
限
目
に
開
講
さ

れ
る
の
で
、
課
外
活
動
と
の
両

立
が
し
や
す
い
で
す
。
む
し
ろ

両
立
し
た
こ
と
で
「
や
れ
ば
で

き
る
」
と
い
う
自
信
に
つ
な
が

り
ま
し
た
。
他
の
方
法
で
受

験
対
策
を
し
て
い
た
ら
、
そ
う

い
っ
た
前
向
き
な
気
持
ち
に
は

な
ら
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

奥
出　

僕
は
、
ク
ラ
ブ
活
動
と

の
両
立
は
正
直
大
変
で
し
た
。

そ
の
た
め
、
野
球
を
一
番
頑
張

り
た
い
と
思
う
時
期
は
講
座

を
受
講
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
講
師
の
先
生
か
ら
、「
学

生
生
活
の
充
実
も
公
務
員
へ
の

道
だ
」
と
教
え
て
も
ら
っ
て
い

た
の
で
、
ど
ち
ら
も
諦
め
ず
挑

戦
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

高
ま
る
学
び
の
意
欲

小
川　

３
年
生
の
２
月
に
は
、

「
公
務
員
養
成
講
座
合
宿
」（
※

別
途
参
加
費
が
必
要
）が
あ
り
、

私
も
面
接
対
策
を
担
当
し
ま
し

た
。
参
加
し
て
ど
う
だ
っ
た
？

西
林　

興
動
館
で
４
日
間
寝
泊

ま
り
し
、
筆
記
試
験
の
勉
強
だ

け
で
な
く
、
面
接
や
論
文
の
対

策
も
で
き
た
の
で
よ
か
っ
た
で

す
。

正
田　

僕
に
と
っ
て
は
、
こ
の

合
宿
が
人
生
の
分
岐
点
に
な
っ

た
と
思
い
ま
す
。
警
察
官
と
し

て
活
躍
さ
れ
て
い
る
卒
業
生
や

公
務
員
に
合
格
し
た
４
年
生
の

先
輩
が
来
て
く
れ
て
、
公
務
員

試
験
の
体
験
談
や
仕
事
の
や
り

が
い
な
ど
を
話
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
そ
れ
ま
で
は
警
察
官
へ
の

漠
然
と
し
た
憧
れ
だ
け
が
あ
り

ま
し
た
が
、
生
き
生
き
と
し
た

先
輩
た
ち
の
姿
に
刺
激
を
受
け
、

本
気
で
目
指
そ
う
と
思
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

小
川　

先
輩
た
ち
は
毎
年
顔
を

出
し
て
く
れ
る
ん
で
す
よ
ね
。

差
し
入
れ
も
持
っ
て
き
て
く
れ

た
り
。

奥
出　

訪
れ
る
先
輩
た
ち
が
い

る
と
い
う
こ
と
に
、
こ
の
講
座

の
深
い
つ
な
が
り
を
感
じ
ま
し

た
。
先
輩
た
ち
が
自
信
を
持
っ

て
話
す
姿
は
と
て
も
か
っ
こ
よ

く
て
、
僕
も
「
先
輩
た
ち
み
た

い
に
な
り
た
い
」
と
頑
張
る
力

を
も
ら
い
ま
し
た
ね
。

小
川　

来
年
は
皆
が
来
て
く
れ

る
の
を
待
っ
て
い
ま
す
よ
。

身
に
つ
い
た
　
　
　
　

自
主
的
な
学
び
の
姿
勢

小
川　

今
井
く
ん
は
合
宿
後
、

「
春
休
み
に
自
主
的
に
勉
強
し

た
い
」
と
言
い
に
来
て
く
れ
ま

し
た
ね
。

今
井　

合
宿
で
皆
の
や
る
気
が

増
し
て
い
る
と
感
じ
た
の
で
、

一
人
で
勉
強
す
る
よ
り
も
集

ま
っ
た
ほ
う
が
や
る
気
も
持
続

で
き
る
と
思
い
ま
し
た
。
だ
か

ら
小
川
さ
ん
に
相
談
を
し
て
、

「
公
務
員
愛
好
会
」
と
い
う
愛

好
会
を
立
ち
上
げ
、
春
休
み
の

間
は
ほ
ぼ
毎
日
、
図
書
館
で
勉

強
を
し
て
い
ま
し
た
。

小
川　

相
談
が
あ
っ
た
と
き
は

そ
の
熱
意
に
驚
い
た
の
を
覚
え

て
い
ま
す
。

今
井　
「
全
員
合
格
」
を
目
標

に
、
本
気
で
勉
強
し
ま
し
た
。

奥
出　

朝
９
時
か
ら
夜
９
時
頃

ま
で
、
す
ご
く
勉
強
し
た
ね
。

寝
る
時
間
以
外
は
ほ
と
ん
ど
一

緒
に
過
ご
し
て
い
た
（
笑
）。

今
井　

４
年
生
に
な
っ
て
か
ら

は
、
明
徳
館
８
階
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
ル
ー
ム
で
勉
強
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
授
業
の

空
き
時
間
は
、
こ
こ
に
来
れ
ば

誰
か
が
い
る
の
で
、
自
然
と
集

ま
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

正
田　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
ル
ー

ム
の
赤
色
の
絨
毯
が
や
る
気
に

な
れ
る
ん
で
す
（
笑
）。
こ
こ

に
集
ま
る
と
、
一
人
で
勉
強
し

て
い
て
わ
か
ら
な
か
っ
た
こ
と

を
質
問
し
合
っ
た
り
、
議
論
を

し
た
り
し
ま
し
た
。

小
川　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

は
学
内
が
閉
館
に
な
る
か
ら

と
、
自
分
た
ち
で
交
渉
し
て
、

興
動
館
を
開
館
し
て
も
ら
い
ま

し
た
よ
ね
。

西
林　

私
は
筆
記
試
験
が
特
に

苦
手
で
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
が

本
当
に
た
く
さ
ん
あ
っ
て
…
。

で
も
、
皆
が
積
極
的
に
発
言
し

て
話
が
盛
り
上
が
る
の
で
、
私

も
遠
慮
せ
ず
に
何
で
も
聞
け
ま

し
た
。
そ
の
積
み
重
ね
が
自
分

の
積
極
性
を
磨
く
力
に
な
り
、

試
験
の
面
接
で
も
活
か
さ
れ
た

と
思
い
ま
す
。

奥
出　

僕
も
「
そ
ん
な
こ
と
も

わ
か
ら
な
い
の
か
!?
」
と
笑
わ

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、

互
い
に
高
め
合
う
こ
と
が
で

き
、
信
頼
で
き
る
最
高
の
仲
間

と
勉
強
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

仲
間
と
の
絆
、
そ
し
て
合
格

小
川　

今
井
く
ん
は
後
輩
の
勉

強
も
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
ん
だ
よ

ね
。
自
分
の
勉
強
と
の
両
立
は

大
変
で
は
な
か
っ
た
？

今
井　

僕
ら
が
勉
強
し
て

い
る
姿
を
見
て
、
後
輩
た

ち
が
勉
強
会
を
開
き
た

い
と
言
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
自
分
た
ち
の
姿
に

刺
激
を
受
け
て
く
れ
る
の

は
と
て
も
嬉
し
い
こ
と
で

す
。
も
ち
ろ
ん
、
教
え
る

立
場
に
立
つ
以
上
、
絶
対

に
意
味
の
あ
る
も
の
に
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い

う
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
は
あ
り

ま
し
た
が
、
ど
ん
な
結
果

に
な
っ
て
も
言
い
訳
を
し

な
い
自
分
で
い
た
い
と
思

い
、
で
き
る
こ
と
は
全
力

で
取
り
組
み
ま
し
た
。
人

に
教
え
る
こ
と
で
理
解
度

が
深
ま
る
の
で
、
自
分
に

と
っ
て
も
い
い
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。

小
川　

一
人
で
コ
ツ
コ
ツ
と
学

ぶ
の
で
は
な
く
皆
で
学
ぶ
こ
と

は
必
要
な
ん
だ
ね
。

西
林　

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

公
務
員
試
験
は
志
望
す
る
地
域

や
職
種
に
よ
っ
て
試
験
時
期
が

異
な
る
の
で
、
互
い
に
情
報
を
共

有
し
合
う
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
試
験
の
手
応
え
が
な
く

て
落
ち
込
ん
だ
と
き
に
も
、
皆

に
話
し
た
ら
前
向
き
に
な
れ
ま

し
た
。
こ
の
仲
間
が
い
た
か
ら
最

後
ま
で
頑
張
れ
ま
し
た
。

正
田　
「
一
次
試
験
通
っ
た
！
」

「
面
接
は
こ
ん
な
こ
と
聞
か
れ

た
」
な
ど
、
体
験
談
を
共
有
で

き
た
の
で
「
自
分
だ
っ
た
ら
こ

う
し
よ
う
」
な
ど
心
の
準
備
が

で
き
ま
し
た
。

小
川　

結
果
が
出
た
と
き
は
皆

す
ぐ
に
報
告
に
来
て
く
れ
て
、

こ
ち
ら
も
嬉
し
か
っ
た
よ
。

奥
出　

自
分
が
合
格
し
た
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
嬉
し
い
の
で
す

が
、
講
師
の
先
生
や
キ
ャ
リ
ア

セ
ン
タ
ー
職
員
の
方
々
、
そ
し

て
仲
間
た
ち
に
合
格
を
報
告
で

き
る
こ
と
が
本
当
に
嬉
し
か
っ

た
で
す
。
仲
間
の
合
格
は
、
全

員
で
喜
び
合
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
目
標
と
　

後
輩
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

今
井　

自
衛
官
は
体
力
も
必
要

な
仕
事
な
の
で
、
今
は
時
間
が

あ
る
と
き
に
大
学
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
ル
ー
ム
で
体
を
鍛
え
て
い

ま
す
。
す
で
に
自
衛
官
と
し
て

の
研
修
も
始
ま
っ
て
い
る
の

で
、
こ
れ
ま
で
の
幹
部
学
校
の

記
録
を
更
新
す
る
意
気
込
み
で

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
公
務
員
を
目
指
す
後
輩
の

皆
さ
ん
に
は
、
公
務
員
養
成
講

座
の
受
講
を
全
力
で
お
勧
め
し

ま
す
。
心
か
ら
信
頼
し
、
支
え

て
く
れ
る
講
師
の
先
生
や
キ
ャ

リ
ア
セ
ン
タ
ー
職
員
の
方
々
が

い
る
の
で
、
安
心
し
て
受
講
で

き
ま
す
よ
。

正
田　

卒
業
後
は
、
地
域
の
安

全
を
守
る
警
察
官
と
し
て
、
誇

り
を
持
っ
て
働
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
公
務
員
を
目
指
す

な
ら
、
で
き
る
だ
け
早
い
時
期

か
ら
公
務
員
養
成
講
座
を
受
講

す
る
こ
と
で
、
よ
り
合
格
に
近

づ
く
と
思
い
ま
す
。

奥
出　

協
調
性
や
助
け
合
い
の

精
神
、
仲
間
と
の
絆
の
大
切
さ

を
大
学
で
学
ん
だ
の
で
、
消
防

士
の
仕
事
に
も
活
か
し
て
地
域

に
貢
献
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

広
島
経
済
大
学
は
、
公
務
員
を

目
指
す
学
生
を
支
え
て
く
れ
る

環
境
が
整
っ
て
い
ま
す
。

西
林　

行
政
職
を
目
指
し
た
い

と
考
え
て
い
る
方
は
、
在
学
中

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
県
主

催
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
な
ど

に
参
加
し
て
、
視
野
を
広
げ
る

こ
と
も
大
事
で
す
。
大
学
で
、

支
え
合
え
る
仲
間
を
見
つ
け
て

く
だ
さ
い
。
私
は
仲
間
が
い
た

か
ら
頑
張
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
公
務
員
と
し
て
活
躍
す
る

先
輩
も
た
く
さ
ん
い
る
の
で
、

先
輩
訪
問
な
ど
を
積
極
的
に
行

う
こ
と
も
い
い
と
思
い
ま
す

よ
。

小
川　

本
学
の
公
務
員
養
成
講

座
は
、
公
務
員
試
験
の
合
格
だ

け
が
目
標
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

公
務
員
と
し
て
働
く
な
か
で
成

長
し
続
け
る
た
め
の
基
礎
力
を

身
に
つ
け
て
ほ
し
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。こ
こ
で
学
ん
だ
知
識
、

経
験
、
仲
間
と
の
絆
を
こ
れ
か

ら
も
大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
の
今
後
の
活
躍
に
期
待

し
て
い
ま
す
。

[ 聞き手 ]
キャリアセンター

課長補佐
小川 哲也
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挑
戦
と
成
長の
日
々

挑
戦
と
成
長の
日
々

　

数
年
前
、
イ
タ
リ
ア
人
、
ア

レ
ッ
シ
オ
・
モ
ネ
ー
タ
教
授
の

大
変
興
味
深
い
論
文
に
出
会
っ

て
以
来
、
教
授
と
の
研
究
上
の

交
流
が
始
ま
り
、
共
同
研
究
へ

と
発
展
し
た
。
そ
し
て
こ
の
研

究
に
対
し
て
科
学
研
究
費
補
助

金
が
交
付
さ
れ
た
の
で
、
今
年

の
９
月
10
日
か
ら
10
月
２
日
ま

で
、
彼
の
所
属
す
る
ピ
サ
に
あ

る
サ
ン
タ
ー
ナ
大
学
院
大
学
で

研
究
す
る
機
会
を
得
た
。

　

ピ
サ
市
は
中
世
に
海
運
と
軍

事
の
要
衝
と
し
て
栄
え
た
が
、

今
は
観
光
の
ほ
か
に
大
学
を
中

心
と
す
る
研
究
都
市
と
し
て
知

ら
れ
て
い
る
。
市
内
を
流
れ
る

ア
ル
ノ
川
沿
い
の
ガ
リ
レ
オ
通

り
か
ら
ち
ょ
っ
と
路
地
に
入
っ

た
所
に
あ
る
中
世
の
趣
を
残
し

た
古
い
小
さ
な
ホ
テ
ル
に
滞
在

し
た
。
大
学
か
ら
ピ
サ
の
斜
塔

が
近
か
っ
た
の
で
何
度
か
見
に

行
っ
た
。
驚
い
た
こ
と
に
、
斜

塔
の
前
に
は
軍
の
装
甲
車
が
駐

留
し
迷
彩
服
の
兵
士
数
人
が
銃

を
持
っ
て
テ
ロ
を
警
戒
し
て
い

た
。
ま
た
斜
塔
に
隣
接
す
る
ピ

サ
大
聖
堂
で
開
催
さ
れ
た
コ
ン

サ
ー
ト
に
行
っ
た
が
、
そ
れ
は

大
聖
堂
に
響
く
素
晴
ら
し
い
室

内
楽
を
聴
く
と
い
う
至
福
の
ひ

と
時
で
あ
っ
た
。

　

大
学
で
は
毎
日
ア
レ
ッ
シ
オ

さ
ん
と
共
同
研
究
に
つ
い
て
議

論
し
、
昼
休
み
に
は
彼
の
同
僚

や
大
学
院
生
ら
と
大
学
内
の
食

堂
で
昼
食
を
取
り
、
食
後
に
食

堂
の
出
口
で
エ
ス
プ
レ
ッ
ソ
を

立
ち
飲
み
し
な
が
ら
雑
談
し
、

午
後
は
ま
た
研
究
室
で
仕
事
を

す
る
と
い
う
日
課
で
あ
っ
た
。

ア
レ
ッ
シ
オ
さ
ん
は
、
小
さ
な

カ
ッ
プ
の
エ
ス
プ
レ
ッ
ソ
を

立
っ
た
ま
ま
素
早
く
飲
ん
で
立

ち
去
る
、
こ
れ
が
サ
ン
タ
ー
ナ

風
の
飲
み
方
だ
と
教
え
て
く
れ

た
。
幸
い
共
同
研
究
も
順
調
に

進
み
、
セ
ミ
ナ
―
で
の
発
表
も

質
問
攻
め
に
あ
っ
た
も
の
の
無

事
終
了
し
、
訪
問
の
目
的
を
ほ

ぼ
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

滞
在
最
後
の
週
末
に
は
ロ
ー

マ
に
小
旅
行
し
た
が
、
こ
こ
で

も
有
名
な
観
光
地
は
銃
を
持
っ

た
兵
士
が
警
備
し
て
お
り
、
観

光
客
が
長
蛇
の
列
を
な
し
、

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ワ
ー
の
電
車
の

よ
う
な
混
雑
に
揉
ま
れ
な
が
ら

イ
タ
リ
ア
滞
在
余
話

の
見
物
だ
っ
た
。
ロ
ー
マ
で
は

高
校
時
代
の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
で

ロ
ー
マ
在
住

の
Ｓ
さ
ん
に

観
光
案
内
し

て
も
ら
い
、

デ
ィ
ナ
ー

に
も
招
待
さ

れ
た
。
食
後

に
Ｓ
さ
ん
に

エ
ス
プ
レ
ッ

ソ
の
美
味
し

い
入
れ
方
を

教
わ
り
、
帰

国
後
も
エ
ス

プ
レ
ッ
ソ
を

楽
し
ん
で
い

る
。

　

帰
国
後
、

大
学
近
く
の

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
の
本
屋

で
、
表
紙
に
ピ
サ
の
斜
塔
が
描

か
れ
て
い
る
文
庫
本
が
目
に

入
っ
た
の
で
、
タ
イ
ト
ル
も
見

ず
に
購
入
し
た
。
そ
れ
は
偶
然

に
も
『
探
偵
ガ
リ
レ
オ
』（
東

野
圭
吾
、
文
春
文
庫
）
と
い
う

ミ
ス
テ
リ
ー
短
編
集
だ
っ
た
。

ガ
リ
レ
オ
先
生
と
呼
ば
れ
る
物

理
学
の
大
学
助
教
授
が
、
友
人

の
刑
事
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
殺

人
事
件
を
科
学
的
推
理
と
実
験

に
よ
っ
て
謎
解
き
を
す
る
と
い

う
内
容
で
あ
る
。
帰
国
直
後
の

時
差
ボ
ケ
で
眠
れ
ぬ
夜
、
一
気

に
読
ん
で
し
ま
っ
た
。
研
究
の

方
は
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
つ

つ
一
進
一
退
で
あ
る
が
、
名
探

偵
ガ
リ
レ
オ
先
生
の
よ
う
に
、

難
問
を
明
快
に
解
決
で
き
る
日

が
く
る
こ
と
を
期
待
し
つ
つ
研

究
の
日
々
を
送
っ
て
い
る
。

（
教
授　

デ
ー
タ
分
析
入
門
、

計
量
経
済
学
特
論
Ⅱ
、
計
量
経

済
特
殊
研
究
な
ど
）

大学院　前川 功一 教授

　

本
学
で
は
、
正
課
科
目
と
し
て
取
り

組
む
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
。

　

将
来
を
見
据
え
自
分
を
磨
こ
う
と
、

今
年
度
も
多
く
の
学
生
が
企
業
や
官
公

庁
な
ど
で
研
修
を
行
っ
た
。

　

充
実
し
た
体
験
を
し
た
学
生
の
中
か

ら
３
名
に
よ
る
研
修
報
告
を
紹
介
す
る
。

　
「
平
成
30
年
７
月
豪
雨
」
の

影
響
で
受
け
た
土
砂
災
害
な
ど

の
復
旧
支
援
と
し
て
、
本
学
で

は
７
月
31
日
よ
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
受
付
窓
口
を
学
務
セ
ン
タ
ー

学
生
課
に
設
置
。
大
学
と
し
て

組
織
的
な
支
援
活
動
と
す
る
た

め
に
支
援
地
域
を
定
め
、
個
人

ま
た
は
団
体
（
部
・
サ
ー
ク

ル
、
興
動
館
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な

ど
）
に
対
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

募
集
・
受
付
を
推
進
し
た
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
名
乗
り
を
上
げ

た
学
生
や
教
職
員
は
安

芸
区
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
へ
派
遣
さ

れ
、
土
砂
撤
去
作
業
な

ど
に
あ
た
っ
た
。
活
動

期
間
は
８
月
８
日
か
ら

９
月
18
日
の
う
ち
７
日

間
で
、
参
加
者
数
は
学

生
が
延
べ
83
名
、
教
職

員
33
名
に
の
ぼ
っ
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

参
加
し
た
岡
本
大
輝

さ
ん
（
経
済
学

科
３
年
／
山
口

県
・
松
陰
高
校

出
身
）
は
「
若
い
労
働

力
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
参
加
し
た
い
と

思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、

大
学
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
へ
の
バ
ス

が
出
る
と
知
っ
て
す
ぐ

に
友
人
た
ち
に
声
を
か

け
ま
し
た
。
参
加
し
た

の
は
８
月
や
９
月
で
、

災
害
か
ら
は
時
間
が

経
っ
て
い
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
被
害
が
ひ
ど
く
驚
き
ま

し
た
。
も
し
自
分
が
こ
こ
に
住

ん
で
い
た
ら
と
思
う
と
本
当
に

悲
し
く
な
り
ま
し
た
。
今
後
も

少
し
で
も
力
に
な
る
こ
と
を
し

て
い
き
た
い
で
す
」
と
今
回
の

経
験
を
振
り
返
っ
た
。

　

ま
た
、
７
月
13
日
か
ら
31
日

の
期
間
に
学
友
会
と
教
職
員

共
同
で
学
内
募
金
活
動
を
実
施

し
、
学
生
お
よ
び
教
職
員
か
ら

１
，
１
２
９
，
８
３
３
円
の
義

援
金
が
集
ま
っ
た
。
寄
せ
ら
れ

た
義
援
金
は
、
中
国
新
聞
社
会

事
業
団
に
持
参
し
、
広
島
県
、

広
島
市
、
日
本
赤
十
字
社
を
通

じ
て
被
災
者
の
支
援
に
使
わ
れ

る
。

「
平
成
30
年
７
月
豪
雨
」

被
災
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

学内募金活動の様子

炎天下、土砂をかき出す学生たち

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
報
告

　

環
境
政
策
に
携
わ
る
行
政

の
仕
事
に
興
味
が
あ
り
、
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し

ま
し
た
。

　

広
島
市
役
所
で
は
環
境
問

題
の
解
決
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
環
境
へ
の

負
荷
が
少
な
い
原
材
料
や
製

品
を
選
ん
で
購
入
し
て
い
ま

す
。
研
修
で
は
、
そ
う
し
た

「
グ
リ
ー
ン
製
品
」
の
購
入

実
績
を
エ
ク
セ
ル
で
の
資
料

に
ま
と
め
た
ほ
か
、
職
員
の

方
か
ら
環
境
に
関
す
る
取
り

組
み
に
つ
い
て
話
を
聞
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る

の
は
、
ご
み
の
焼
却
費
や
人

件
費
に
年
間
約
１
２
２
億
円

も
の
費
用
が
か
け
ら
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ

は
広
島
広
域
公
園
陸

上
競
技
場
が
毎
年
で

き
て
、
さ
ら
に
お
釣

り
が
く
る
ほ
ど
の
金

額
に
な
る
と
知
り
、

と
て
も
驚
き
ま
し

た
。
大
量
生
産
、
大

量
廃
棄
で
環
境
に
大
き
な
負
荷

を
か
け
な
が
ら
、
ご
み
処
理
に

莫
大
な
費
用
を
か
け
て
い
る
現

代
社
会
の
実
態
を
目
の
当
た
り

に
し
、
環
境
問
題
と
経
済
が
密

接
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を

改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

　

研
修
で
は
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ

た
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
が
多
く
、
時

間
内
に
終
わ
ら
な
い
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
が
、
ど

う
し
た
ら
効
率
よ

く
作
業
を
進
め
ら

れ
る
か
を
考
え
て

行
動
す
る
力
が
鍛

え
ら
れ
ま
し
た
。

今
後
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
や
留

学
な
ど
に
も
挑
戦

し
、
自
分
の
視
野

を
広
げ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

行
政
の
視
点
か
ら
環
境
と
経
済
を
考
察

経済学科２年
濱石　響さん

熊本県／天草高校出身

デスクワークに打ち込む濱石さん

◆
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
Ⅰ（
国
内
）◆

研
修
先
／
広
島
市
役
所
　
環
境
局 

環
境
政
策
課

る
こ
と
が
多
く
、
自
信
を
持
っ

て
自
分
の
意
見
を
伝
え
る
こ
と

の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。
ま

た
、
最
終
日
に
行
っ
た
英
語
で

の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で

は
、
自
分
の
思
い
を
伝
え
き
れ

な
か
っ
た
悔
し
さ
も
経
験
し
ま

し
た
。
今
後
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
で

使
え
る
英
語
力
を
さ
ら
に
磨
い

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

カ
ン
ボ
ジ

ア
に
渡
航

し
、
約
３
週

間
日
本
企
業

の
カ
ン
ボ
ジ

ア
進
出
を
支

援
す
る
日
系

企
業
で
の
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参

加
し
ま
し
た
。

　

日
本
企
業
と
現
地
の

人
材
を
つ
な
ぐ
た
め
の

面
接
体
験
や
現
地
企
業

へ
の
営
業
同
行
、
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
候
補
者
へ

の
人
材
育
成
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
研
修
に
参
加
し
ま
し
た
。

初
め
て
の
経
験
で
戸
惑
う
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
が
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
人
社
員
の
方
が
「
ど
ん
ど
ん

新
し
い
経
験
を
し
よ
う
！
」
と

声
を
か
け
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と

で
、
自
分
を
奮
い
立
た
せ
る
こ

と
が
で
き
、
何
事
も
前
向
き
に

楽
し
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

研
修
で
は
意
見
を
求
め
ら
れ

海
外
で
働
く
夢
が
も
っ
と
身
近
に

スポーツ経営学科３年
濱ノ上　友弥さん

広島県／美鈴が丘高校出身

研修最終日の様子

◆
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
Ⅱ（
海
外
）◆

研
修
先
／
フ
ォ
ー
バ
ル 
カ
ン
ボ
ジ
ア

　

将
来
は
ス
ポ
ー
ツ

に
関
わ
る
仕
事
に
就

き
た
い
と
考
え
て
い

る
の
で
、
ス
ポ
ー
ツ

メ
ー
カ
ー
で
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参

加
し
ま
し
た
。

　

研
修
で
は
、
ミ
ズ
ノ
株
式
会

社
の
グ
ル
ー
プ
企
業
と
の
会

議
や
勉
強
会
、
全
日
本
女
子
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
の
元
監
督

で
あ
る
眞
鍋
政
義
氏
の
講
演
会

に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
ほ

か
、
廿
日
市
市
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
な
ど
公
共
の
ス
ポ
ー
ツ
施

設
で
の
受
付
・
清
掃
・
接
客
業

務
を
経
験
し
ま
し
た
。

　

そ
の
な
か
で
、
ス
ポ
ー
ツ
用

品
の
製
造
・
販
売
だ
け
で
な
く
、

勉
強
会
や
講
演
会
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
を
通
じ
た
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
、
新
し
い
ス
ポ
ー
ツ

ビ
ジ
ネ
ス
の
発
展
に
つ
な
が
っ

て
い
る
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

社
員
の
方
々
の
姿
を
間
近
で

見
る
こ
と
で
、
将
来
の
仕
事
に

対
す
る
イ
メ
ー
ジ
が
明
確
に
な

り
、
幅
広
い
視
野
や
ス
ポ
ー
ツ

に
関
す
る
知
識
を
身
に
つ
け
る

た
め
に
も
今
ま
で
以
上
に
日
々

の
勉
強
を
頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
と
関
わ
る
働
き
方
が
明
確
に

スポーツ経営学科２年
江草　憂一さん

広島県／府中高校出身

◆
ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
演
習
Ⅱ
◆

研
修
先
／
ミ
ズ
ノ
株
式
会
社
　
広
島
営
業
所

　

11
月
３
日
、女
子
学
生
会「
こ

ま
ち
会
」
が
「
宮
島
の
魅
力
再

発
見
ツ
ア
ー
」
を
実
施
。
こ
の

研
修
は
メ
ン
バ
ー
同
士
の
親
睦

を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年

行
っ
て
い
る
。
午
前
中
は
、
本

学
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
成
風
館
で

開
催
さ
れ
た
ビ
ュ
ー
テ
ィ
イ
ベ

ン
ト
「
シ
ャ
ネ
ル
マ
ツ
リ
」
に

参
加
。
シ
ャ
ネ
ル
の
赤
と
日
本

の
伝
統
文
化
を
結
び
つ
け
た

シ
ャ
ネ
ル
の
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
に

触
れ
、「
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
と

い
う
こ
と
を
忘
れ
る
く
ら
い
内

装
が
華
や
か
で
と
て
も
圧
倒
さ

れ
ま
し
た
。『
マ
ツ
リ
』
と
い

う
テ
ー
マ
な
ら
で
は
の
さ
ま
ざ

ま
な
コ
ー
ナ
ー
も
楽
し
め
ま
し

た
」
と
、
学
生
た
ち
は
刺
激
を

受
け
た
。
午
後
か
ら
は
３
班
に

分
か
れ
、「
宮
島
の
魅
力
再
発

見
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て

島
内
を
散
策
し
、
班

ご
と
に
協
力
し
合
い

な
が
ら
カ
フ
ェ
を
巡

り
、
宮
島
を
訪
れ
る

人
に
紹
介
し
た
い
と

思
う
店
を
発
見
し
て

い
っ
た
。
研
修
の
内

容
は
記
事
に
ま
と
め
、

「
こ
ま
ち
会
」
の
公
式

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
に

掲
載
。
今
回
の
研
修

を
通
し
て
、
ま
た
新

し
い
宮
島
の
魅
力
に

触
れ
る
こ
と
が
で
き
、

メ
ン
バ
ー
同
士
の
親

睦
も
さ
ら
に
深
め
る

こ
と
が
で
き
た
。

女
子
学
生
会「
こ
ま
ち
会
」

研
修
旅
行
in
宮
島

こまち会コアメンバー
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身近な疑問や私たちの生活も

実は経済学で説明できちゃう??

明日からの行動を新しい視点で

見ることができるかもしれません !!

こ
ん
な

と
こ
ろ
に
も

経
済
学
!!

　

今
、
例
え
ば
１
反(

約
１
０
０
０
㎡)

の
田
ん
ぼ
で
た
っ
た
一
人
が
鎌
を
使
っ

て
稲
刈
り
を
し
て
い
る
と
し
ま
す
。
も

し
そ
こ
に
、
も
う
一
人
働
き
手
が
加
わ
っ

た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
同
じ
時
間
働

い
て
収
穫
で
き
る
お
米
の
量
は
き
っ
と

大
き
く
増
え
る
で
し
ょ
う
ね
。

　

で
は
、
同
じ
１
反
の
田
ん
ぼ
に
既
に

１
０
０
人
が
作
業
を
し
て
い
て
、
そ
こ

に
も
う
一
人
加
わ
っ
た
場
合
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。
最
初
の
例
と
同
じ
時
間
働

い
た
と
す
る
と
、
１
０
１
人
の
労
働
力

で
収
穫
し
た
量
は
、
１
０
０
人
の
労
働

量
で
収
穫
し
た
量
よ
り
多
い
で
し
ょ
う

か
。
き
っ
と
、
全
く
変
わ
ら
な
い
で
す

よ
ね
。
何
人
か
サ
ボ
っ
て

も
変
わ
ら
な
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

こ
の
投
入
す
る
労
働
量

の
増
加
が
も
た
ら
す
生
産

量
の
増
加
分
は
、
経
済
学
で
「
限
界
生

産
性(

力)

」
と
呼
ぶ
重
要
な
概
念
で
す
。

価
格
の
変
化
を
考
え
な
け
れ
ば
、
こ
れ

は
雇
う
側
が
利
潤
を
最
大
に
す
る
た
め

の
賃
金
の
大
き
さ
を
表
し
ま
す
。
今
、

生
産
し
た
お
米
で
賃
金
を
払
う
と
考
え

る
と
、
生
産
量
を
た
く
さ
ん
増
や
し
て

く
れ
る
人
に
は
、
た
く
さ
ん
賃
金(

米)

を
払
い
、
少
な
い
人
に
は
、
少
し
し
か

払
わ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

企
業
で
の
賃
金
の
決
ま
り
方
も
、
こ

れ
と
同
じ
で
す
。
高
い
モ
ノ
や
サ
ー
ビ

ス
を
生
み
出
す
と
こ
ろ
の
賃
金
は
高
く
、

安
い
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
と

こ
ろ
の
賃
金
は
安
く
な
り
ま
す
。

　

安
倍
首
相
、
最
初
は
企
業
に
「
賃
金

を
上
げ
な
さ
い
」
と
言
っ
て
い
た
の
に
、

今
は「
生
産
性
革
命
」と
叫
ん
で
い
ま
す
。

�

（
教
授　

野
北�

晴
子
）

あ
な
た
の
労
働
は
い
く
ら
？

　

坂
間
ゼ
ミ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は

「
よ
く
学
び
、
よ
く
遊
ぶ
」
で

あ
る
。
や
る
時
は
や
る
と
い
う

メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
ゼ
ミ
を
目
指

し
て
い
る
。
こ
の
方
針
は
、
社

会
人
に
な
っ
て
も
仕
事
と
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
の
時
間
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
た
め
に
必
要
な
こ

と
だ
と
考
え
て
い
る
。
ゼ
ミ
は

３
・
４
年
次
と
も
に
学
生
主
体

で
、
ゼ
ミ
長
と
副
ゼ
ミ
長
が
運

営
の
中
心
で
あ
る
。
ゼ
ミ
生
一

人
ひ
と
り
が
他
人
任
せ
で
は
な

く
、
ゼ
ミ
の
一
員
で
あ
る
自
覚

を
持
ち
積
極
的
に
発
言
す
る
。

　

ゼ
ミ
の
基
本
的
な
内
容
は
、

３
年
次
は
輪
読
と
ケ
ー
ス
分

析
、
４
年
次
は
卒
業
論
文
の
た

め
の
研
究
発
表
・
論
文
執
筆
で

あ
る
。
ど
ち
ら
の
ゼ
ミ
で
も
重

要
視
し
て
い
る
こ
と
は
徹
底
的

に
学
生
同
士
が
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
す
る
こ
と
で
あ
る
。

教
員
は
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
の

役
割
を
務
め
る
。
毎
回
ゼ
ミ
で

は
時
間
を
忘
れ
る
ほ
ど
に
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
盛
り
上
が
る
。

　

坂
間
ゼ
ミ
の

基
本
的
な
ル
ー

ル
は
、
社
会
人

と
し
て
の
最
低

限
の
マ
ナ
ー
を

守
る
こ
と
と
相

手
へ
の
思
い
や

り
を
持
つ
こ
と

で
あ
る
。
こ
れ

は
ど
の
学
年
の

ゼ
ミ
で
も
徹
底

し
て
い
る
。
学

生
は
全
員
、
異

な
る
個
性
を

持
っ
て
い
る
。

ま
ず
最
低
限
の

マ
ナ
ー
を
守
り
、

思
い
や
り
を
持

つ
と
い
う
基
礎

力
を
育
て
、
そ

の
上
に
知
識
を
身
に
つ
け
て
い

く
と
、
お
の
ず
と
個
性
は
花
開

い
て
い
く
。
ゼ
ミ
で
は
相
手
に

配
慮
し
な
が
ら
、
ど
ん
な
こ
と

を
言
っ
て
も
お
互
い
受
け
入
れ

る
と
い
う
思
い
や
り
の
空
気
を

感
じ
る
。
ゼ
ミ
は
発
表
の
場
だ

け
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
成

長
の
場
で
あ
る
。
一
人
の
成
長

が
刺
激
に
な
っ
て
、
他
の
人
の

成
長
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。
こ

の
よ
う
に
個
性
を
開
花
さ
せ
成

長
し
て
い
く
学
生
た
ち
の
姿
は

と
て
も
輝
い
て
い
る
。

　

生
き
て
い
く
う
え
で
他
者
と

関
わ
ら
な
い
と
い
う
選
択
肢
は

な
い
。
専
門
知
識
だ
け
で
は
な

く
、
他
者
と
関
わ
る
力
を
養
成

し
、
強
く
し
な
や
か
な
学
生
を

社
会
へ
送
り
出
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

（
准
教
授　

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
基

礎
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
、
サ
ー

ビ
ス
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
、
大

学
入
門
ゼ
ミ
、
興
動
人
入
門
ゼ
ミ
、

プ
レ
ゼ
ミ
、
演
習
Ⅰ
・
Ⅱ
な
ど
）

経営学科
坂間 十和子 准教授

79

他者とかかわり、
強くしなやかに生きる

ke idai sa
i

10/20・2
1

経大祭
gion・koudousai

11/18

祇園・興動祭

学生たちによる  広経大二大祭典
　10 月 20 日、21 日 の 両 日、
第 51 回経大祭が開催された。
テーマは「Remake」。書道部
によるパフォーマンスに始まり、
ダンス部の発表やアーティスト
ライブなどが行われ、各模擬店

も活気に満
ち溢れてい
た。幅広い
年齢層の多
くの方々に
来場してい
ただき、楽
しい大学祭
となった。

11 月 18 日、「第 13 回祇園・興動祭 わ。～ひ
との和 笑い かい話 分かちあい～」が開催さ
れた。この祭りは、興動館プロジェクトの学生
たちが中心となって企画運営し、学生と地域の
方々が交流することを目的として毎年開催して
いる。工夫を凝らした館内イベントのほか、売

り上げを「平成 30 年 7 月豪雨」
で被災された方々への義援金と
する「興動祭チャ
リ テ ィ バ ザ ー」
も実施。フィナー
レではクリスマ
ス イ ル ミ ネ ー
ションの点灯も
行われた。

書道部による

パフォーマンス

宝探しに夢中に
なる子供たち

模擬店の様子

　

７
月
１
日
、「
キ
ャ
リ
ア
デ

ザ
イ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
入

門
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
認
定

さ
れ
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
低
学
年
次
か
ら
企
業
と
触
れ

合
う
機
会
を
設
け
、
職
業
観
・

勤
労
観
・
人
生
観
を
育
む
場
を

提
供
す
る
こ
と
で
、
学
生
自
ら

が
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
意
識
を
高

め
、
将
来
に
向
け
て
自
発
的
に

行
動
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。
10
月
５

日
に
は
「
キ
ャ
リ
ア

デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
の
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
、
明
徳
館
７

階
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
コ
ー
ト
に
お

い
て
「
第
１
回
企
業

と
学
生
の
交
流
会
」

を
開
催
し
た
。
証
券

会
社
か
ら
ゲ
ス
ト
を

迎
え
、
学
生
時
代
や

新
入
社
員
時
代
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
、
今
後
の

目
標
な
ど
に
つ
い
て

講
演
し
て
い
た
だ
い

た
。
参
加
し
た
27
名

の
学
生
た
ち
は
、
今

後
の
学
生
生
活
に
役

立
て
よ
う
と
メ
モ
を

取
っ
て
い
る
姿
が
見

ら
れ
た
。
イ
ベ
ン
ト
を
終
え
、

リ
ー
ダ
ー
の
鈴
木
重
丸
さ
ん

（
経
済
学
科
２
年
・
広
島
県
／

盈
進
高
校
出
身
）
は
「
た
く
さ

ん
の
人
の
協
力
で
、
準
備
か
ら

実
施
ま
で
メ
ン
バ
ー
同
士
が
助

け
合
え
た
か
ら
こ
そ
で
き
ま
し

た
。
次
回
は
さ
ら
に
よ
り
良
い

交
流
会
に
で
き
る
よ
う
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
」
と
、
意
気

込
み
を
語
っ
た
。今
後
の「
キ
ャ

リ
ア
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
の
活
動
に
期
待
し
た
い
。

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

「
企
業
と
学
生
の
交
流
会
」を
開
催

交流会後の集合写真

縁日（さかなつり）

の様子

　

10
月
８
日
、
陸
上
競
技
部
が

「
第
30
回
出
雲
全
日
本
大
学
選

抜
駅
伝
競
走
」
に
５
年
連
続
17

回
目
の
出
場
を
果
た
し
た
。

　

今
年
は
大
学
と
し
て
初
め
て

陸
上
競
技
部
応
援
バ
ス
ツ
ア
ー

を
企
画
開
催
。
教
職
員
や
学
生

た
ち
が
現
地
へ
駆
け
つ
け
、
卒

業
生
、
保
護
者
の
方
々
を
含
め

約
70
名
を
超
え
る
応
援
団
が
結

成
さ
れ
、
選
手
た
ち
に
熱
い
声

援
を
送
っ
た
。

声援を送るバスツアー参加者たち

サ 

ー
ク
ル
ニ
ュ
ー
ス

サ 

ー
ク
ル
ニ
ュ
ー
ス

初
の
陸
上
競
技
部
応
援

バ
ス
ツ
ア
ー
を
開
催

サ
ー
ク
ル
戦
績

○
軟
式
野
球
部

▽
第
41
回
全
日
本
学
生
軟
式
野

球
選
手
権
大
会
出
場

○
空
手
道
部

▽
第
62
回
全
日
本
大
学
空
手
道

選
手
権
大
会
出
場

○
陸
上
競
技
部

▽
第
73
回
国
民
体
育
大
会
出
場

▽
天
皇
賜
盃
第
87
回
日
本
学
生

陸
上
競
技
対
校
選
手
権
大
会 

兼 

第
30
回
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー

ド
競
技
大
会
（
２
０
１
９
／
ナ

ポ
リ
）
日
本
代
表
選
手
選
考
参

考
大
会
【
１
５
０
０
㍍
】
大
竹

康
平
（
13
位
）

▽
第
30
回
出
雲
全
日
本
大
学
選

抜
駅
伝
競
走
出
場
（
20
位 

２

時
間
22
分
34
秒
）

▽
秩
父
宮
賜
杯　

第
50
回
全
日

本
大
学
駅
伝
対
校
選
手
権
記
念

大
会
出
場
（
20
位 

５
時
間
40

分
14
秒
）

　エスキーテニスは、戦後の
広島で平和を願って生み出さ
れたスポーツです。テニスと
卓球とバドミントンを組み合
わせたようなスポーツで、老
若男女、皆が楽しめます。使
用するコートは、テニスコー
トの 8 分の 1 というコンパ
クトサイズ。卓球のラケット
を大きくしたようなラケット
を使い、スポンジに羽根がつ
いたシャトルを素早く打ち合
います。簡単だけれど奥が深

く、練習した分だけどんどん上達を実感できます。学内での練習のほかにも社
会人チームとの合同練習を行っており、世代を超えた交流を楽しみながら、コ
ミュニケーションやマナーを学べることも魅力です。
　目標は、学生リーグや中国地区大会で優勝し「エスキーテニスといえば広島
経済大学」と言われるぐらいの強豪校になることです。そして、広島発祥のエ
スキーテニスの魅力を多くの人に伝えていきたいと思います。

活動日・時間／月・水　15:00 ～ 18:00
場所／体育館横エスキーテニスコート、新牛田公園エスキーテニスコート
活動内容／エスキーテニスを通じた交流と実力の向上。社会人チームとの合同

練習もあり。エスキーテニス学生リーグ、中国地区大会出場など。

広島発祥のスポーツを
とことん楽しもう！
エスキーテニス愛好会
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　本学では、広島経済大学の最新情報を月初
めにメールマガジンで配信しています。ぜひ、
ご登録のうえご覧いただき、広島経済大学及
び学生たちのことを知る一助にしていただけ
ればと思います。保護者の皆様の多数のご登
録をお待ちしております。登録方法はオフィ
シャルサイトから“保護者の方”をクリック
してください。

保護者様向け
メールマガジン配信中
（通称：HUE（ヒュー）メル）

保護者様向け
メールマガジン配信中
（通称：HUE（ヒュー）メル）

保護者様向け
メールマガジン配信中
（通称：HUE（ヒュー）メル）

平成31年度

学 生 募 集 要 項

■大学院　博士課程前期課程（修士）
　［一般選抜　（Ⅱ期）］
募集人員 経済学研究科経済学専攻博士課程前期課程　[研究者養成コース・経済学専修コース]　10名

（外国人留学生、社会人特別選抜、国外受験者、外国人留学生指定校推薦を含む）
出願期間 Ⅱ期＝平成31年1月18日（金）～2月5日（火）【締切日消印有効】
試 験 日 Ⅱ期＝平成31年2月20日（水）･21日（木）
合格発表 Ⅱ期＝平成31年2月27日（水）午前10時

　［社会人特別選抜　（Ⅱ期）］
募集人員 経済学研究科経済学専攻博士課程前期課程　[経済学専修コース]　若干名

(外国人留学生を含む)
出願期間 Ⅱ期＝平成31年1月18日（金）～2月5日（火）【締切日消印有効】
試 験 日 Ⅱ期＝平成31年2月21日（木）
合格発表 Ⅱ期＝平成31年2月27日（水）午前10時

■大学院　博士課程後期課程（博士）
募集人員 経済学研究科経済学専攻博士課程後期課程　[研究者養成コース]　3名

（外国人留学生、国外受験者を含む）
出願期間 平成31年1月18日（金）～2月5日（火）【締切日消印有効】
試 験 日 平成31年2月20日（水）
合格発表 平成31年2月27日（水）午前10時

■学部　資格スカラシップ推薦入学試験　（2期・3期）
募 集 人 員 経済学部（経済学科）／経営学部（経営学科・スポーツ経営学科）／

メディアビジネス学部（ビジネス情報学科・メディアビジネス学科）　若干名

2
期

出願期間 平成31年1月4日（金）～1月24日（木）【締切日消印有効】
試 験 日 平成31年2月6日(水)
合格発表 平成31年2月15日（金）午後3時

3
期

出願期間 平成31年2月16日（土）～2月26日（火）【締切日消印有効】
試 験 日 平成31年3月5日(火)
合格発表 平成31年3月8日（金）午後3時

■学部　一般入学試験（1期・2期）

1
期

募集人員 経済学部（経済学科105名）／経営学部（経営学科100名・スポーツ経営学科25名）／
メディアビジネス学部（ビジネス情報学科25名・メディアビジネス学科25名）

出願期間 平成31年1月4日（金）～1月24日（木）【締切日消印有効】
試 験 日 平成31年2月6日（水）・7日（木）
合格発表 平成31年2月15日（金）午後3時

2
期

募集人員 経済学部（経済学科20名）／経営学部（経営学科20名・スポーツ経営学科5名）／
メディアビジネス学部（ビジネス情報学科5名・メディアビジネス学科5名）

出願期間 平成31年2月16日（土）～2月26日（火）【締切日消印有効】
試 験 日 平成31年3月5日（火）
合格発表 平成31年3月8日（金）午後3時

※�試験日自由選択制　2月6日・7日の試験日をどちらか、又は両日とも選択できます。
　両日とも同一学科を受験した場合は、高い方の合計得点で選考します。【1期のみ】
※複数学科併願制　1回の受験で5学科まで出願することが可能です。
※商業学科等優先選抜枠を設置。(経済学科10名、経営学科10名、スポーツ経営学科5名
　ビジネス情報学科5名、メディアビジネス学科5名)【1期のみ】

■センター利用入学試験（1期・2期）

1
期

募集人員 経済学部（経済学科40名）／経営学部（経営学科40名・スポーツ経営学科10名）／
メディアビジネス学部（ビジネス情報学科10名・メディアビジネス学科10名）

出願期間 平成31年1月4日（金）～1月31日（木）【締切日消印有効】
合格発表 平成31年2月15日（金）午後3時

2
期

募集人員 経済学部（経済学科10名）／経営学部（経営学科10名・スポーツ経営学科5名）／
メディアビジネス学部（ビジネス情報学科5名・メディアビジネス学科5名）

出願期間 平成31年2月16日（土）～2月26日（火）【締切日消印有効】
合格発表 平成31年3月8日（金）午後3時

※複数学科併願制　1回の受験で5学科まで出願することが可能です。

■学部　社会人入学試験
募集人員 経済学部（経済学科）／経営学部（経営学科・スポーツ経営学科）／

メディアビジネス学部（ビジネス情報学科・メディアビジネス学科）　若干名
出願期間 平成31年2月16日（土）～2月26日（火）【締切日消印有効】
試 験 日 平成31年3月5日(火)
合格発表 平成31年3月8日（金）午後3時

■学部　編入学試験
募集人員 経済学部（経済学科・経営学科・ビジネス情報学科・

メディアビジネス学科・スポーツ経営学科）　若干名
出願期間 平成31年1月4日（金）～1月24日（木）【締切日消印有効】
試 験 日 平成31年3月5日(火)
合格発表 平成31年3月8日（金）午後3時

■学部　外国人留学生公募制推薦入学試験
募集人員 経済学部（経済学科）／経営学部（経営学科・スポーツ経営学科）／

メディアビジネス学部（ビジネス情報学科・メディアビジネス学科）　6名
出願期間 平成31年1月7日（月）～1月22日（火）【締切日消印有効】
試 験 日 平成31年2月4日（月）
合格発表 平成31年2月15日（金）午後3時
※複数学科併願制　1回の受験で2学科以上出願することが可能です。

■学部　外国人留学生入学試験（Ⅰ期・Ⅱ期）
募集人員 Ⅰ・Ⅱ期＝経済学部（経済学科）／経営学部（経営学科・スポーツ経営学科）／

メディアビジネス学部（ビジネス情報学科・メディアビジネス学科）　若干名

出願期間 Ⅰ期＝平成31年1月7日（月）～1月22日（火）【締切日消印有効】
Ⅱ期＝平成31年2月8日（金）～2月20日（水）【締切日必着】

試 験 日 Ⅰ期＝平成31年2月4日（月）／Ⅱ期＝平成31年3月6日（水）

合格発表 Ⅰ期＝平成31年2月15日（金）午後3時
Ⅱ期＝平成31年3月8日（金）午後3時

※複数学科併願制　1回の受験で2学科以上出願することが可能です。

■学部　外国人留学生のための書類選考による入学試験
募集人員 経済学部（経済学科）／経営学部（経営学科・スポーツ経営学科）／

メディアビジネス学部（ビジネス情報学科・メディアビジネス学科）　若干名
出願期間 平成31年1月7日（月）～1月22日（火）【締切日消印有効】
試 験 日 平成31年2月4日（月）
合格発表 平成31年2月15日（金）午後3時

学部および大学院の入試要項を配付しています。
お申込みは本学オフィシャルサイト・電話・メールなどで。
〒731-0192　広島市安佐南区祇園五丁目37番1号

（学部・大学院）入試広報センター 082-871-1313／ ent-sc@hue.ac.jp
（留学生）国際教育交流センター 082-871-1002／ int-sc@hue.ac.jp
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使い込まれた参考書

　本書は、世界で初めて発明された精密な船舶用時計
の図解である。大航海時代以降、ヨーロッパでは航海
に出る船が急増したが、海上で現在地を正確に確認す
る方法がなかったために海難事故が相次いでいた。船
の位置を確認する方法として、ヨーロッパ諸国が経度
を測定する手段を模索する中、イギリスは経度評議員
会を発足し、実用的かつ有効な手段を見つけた者に
２万ポンドの賞金を与えると決定した。
　当時、経度測定は天文学の分野とされていたが、船舶用時計の発明によってその手段
を見つけたのは、時計職人のジョン・ハリソンだった。独学で時計作りを始めた彼は、
33 歳で船舶用時計の製作に取りかかり、70 歳を過ぎてようやく賞金をもらう権利を手
にした。しかし、天文学を支持する経度評議員会はそれを拒み、賞金の半分を支払う条
件として、これまで製作したすべての船舶用時計を引き渡し、仕組みについて情報開示
するよう要求した。
　本書は、引き渡した時計を分解し、詳細な図面と説明を記述した小冊子である。ハリ
ソンの天敵だった王立天文台長のマスケリンが序文と解説を書き、経度評議員会の指示
によって発行された。しかし、これによってハリソンの技術は広まり、海洋探検家のキャ
プテン・クックが南極圏の大航海にこの時計の複製を使用して大成功をおさめるなど、
航海の歴史に大きな貢献を果たした一冊である。

ハリソン
「ハリソン氏の時計器原理図解」
初版　1767 年　ロンドン刊
Harrison, John, 1693-1776. 
The Principles of Mr. Harrison's Time-Keeper
with plates of the same. 
London: W. Richardson and S. Clark, 1767.
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平成31年度
AO・推薦入学試験結果報告

平成 31 年度、推薦入学試験を 11 月 20 日に実施した。
また、10 月には AO 入学試験を実施した。
以下の表を入試結果として報告する。
●ＡＯ入学試験

入学試験 募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 競争率
AO 20 37 37 8 4.6

●特別推薦入学試験

入学
試験 分　　野 募集

人員
志願
者数

受験
者数

合格者数
経済学部 経営学部 メディアビジネス学部

合  計経済学科 経営学科 スポーツ 
経営学科

ビジネス 
情報学科

メディア
ビジネス学科

特別
スポーツ 35 98 98 35 35 24 1 2 97 
特定資格 15 17 17 5 7 2 2 16 
海外経験 2 0 0 0 0 0 0 0 

合　　計 52 115 115 40 42 24 3 4 113 

●資格スカラシップ推薦入学試験（1 期）

入学試験 募集
人員

志願
者数

受験
者数

合格者数
経済学部 経営学部 メディアビジネス学部

合  計経済学科 経営学科 スポーツ 
経営学科

ビジネス 
情報学科

メディア
ビジネス学科

資格スカラシップ 若干名 13 13 2 9 0 1 1 13 

●一般公募制推薦入学試験
入学
試験 学　部 学　科 募集人員 志願者数 受験者数 合格者数

合  計 競争率 ボーダー

一
般
公
募

経 済 経 済 55 124 123 61 2.0 156 点

経 営
経 営 50 119 119 55 2.2 157 点
スポーツ 10 49 49 21 2.3 158 点

メ デ ィ ア
ビ ジ ネ ス

ビジネス 10 52 52 37 1.4 144 点
メディア 10 40 40 29 1.4 146 点

合　　計 135 384 383 203 1.9 

◆広島経済大学研究論集　第41巻　第2号（2018年9月）
【論　説】
オリンピックと女性スポーツ 内海　和雄（名誉教授）
厳島合戦と軍記物語　―毛利氏関係軍記を中心に―
 長谷川　泰志（教授）
日本の相続法における遺産分割当事者に関する研究 

餅川　正雄（教授）
A Multiple Case Study on the Role Perceptions of English 
as a Foreign Language Teachers at Japanese Universities 

Hiroshi Moritani（講師）
Chiaki Iwai（広島市立大学 国際学部 教授）

【資　料】
Hiroshima und Deutschland vor dem Zweiten Weltkrieg
-Begleitend zur Exkursion der kleinen Geschichte der Beziehungen 
zwischen Hiroshima und Deutschland-
第二次世界大戦前の広島とドイツ
―広島・ドイツ交流小史の実地見学のための手引き―　

竹林　栄治（准教授）
【研究集会報告】
ジョウゼフ・コンラッドとアフリカ　―『闇の奥』の世界― 

藤山　和久（助教）

学生の皆さんへ
　『論集』には先生方の最新の研究成果が掲載されています。最新号
は、1号館玄関・図書館・メディア情報センター等に置いていますので、�
各自自由に持ち帰ってください。また、バックナンバーをご希望の場
合は、地域経済研究所まで来てください。
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能
力
検
定

【
２
級
】
小
林
志
遠
（
経
済
学

科
４
年
）、
柿
林
智
紀
（
経
済

学
科
３
年
）、
木
村
雄
介
（
経

済
学
科
３
年
）、戸
田
幸
希
（
メ

デ
ィ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
３
年
）、

林
佐
保
利
（
経
営
学
科
２
年
）、

江
草
憂
一
（
ス
ポ
ー
ツ
経
営
学

科
２
年
）

●
日
商
簿
記
検
定
【
２
級
】
矢

野
幹
太
（
経
済
学
科
２
年
）

●
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
プ
ラ

ン
ニ
ン
グ
技
能
検
定
【
２
級
】

山
村
周
平
（
経
営
学
科
３
年
）

●
Ｉ
Ｔ
パ
ス
ポ
ー
ト
試
験　

川

﨑
大
成
（
ビ
ジ
ネ
ス
情
報
学
科

３
年
）、
松
仁
渉
（
ビ
ジ
ネ
ス

情
報
学
科
１
年
）

学長表彰者

学部長表彰者

 

平
成
30
年
度　

前
期
資
格
・
能
力
等
表
彰
者

表彰状を手にする学友会代表

　

７
月
27
日
、
中
四
国
ブ
ロ
ッ

ク
血
液
セ
ン
タ
ー
に
て
「
平

成
30
年
度
広
島
県
献
血
推
進
功

労
者
等
表
彰
伝
達
式
」
が
行
わ

れ
、
本
学
学
友
会
が
「
厚
生
労

働
大
臣
表
彰
状
」
を
授
与
さ
れ

た
。
こ
の
表
彰
は
、
永
年
に
わ

た
り
献
血
の
推
進
に

貢
献
し
た
人
や
団
体

に
対
し
て
、
授
与
さ

れ
る
も
の
で
あ
る
。

本
学
か
ら
は
、
学
友

会
会
長
の
垰
野
駿
人

さ
ん
（
経
営
学
科
３

年
・
広
島
県
／
山
陽

高
校
出
身
）
が
出
席
し
、「
学

友
会
と
し
て
こ
れ
か
ら
も
献
血

の
大
切
さ
を
呼
び
か
け
、
一
人

で
も
多
く
の
学
生
に
協
力
し
て

も
ら
え
る
よ
う
活
動
し
て
い
き

た
い
」
と
語
っ
た
。

平
成
30
年
度 

広
島
県
献
血
推
進

功
労
者
等
表
彰
伝
達
式


